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予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

７
月
に
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
、
９
月
に
市
長

選
挙
と
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
、
８
年
４
月
に

は
市
議
会
議
員
選
挙
が
あ
る
。
投
票
率
の
向
上

を
図
る
た
め
、
主
権
者
教
育
が
必
要
で
は
。

主
権
者
教
育
と
し
て
、
７
年
度
は
小
中
学
生
に

よ
る「
子
ど
も
議
会
」
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
関
わ
り
方
は
。

８
月
31
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
記
念
式
典

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

そ
れ
以
外
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
教
育
委
員

会
の
内
部
で
検
討
中
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
花
輪
線
利
用
促
進
事
業
の
エ
キ
タ
グ
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
の
内
容
は
。

エ
キ
タ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
は
、
電
子
タ
グ

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か
ざ
す
こ
と
で
、
駅
ご

と
に
ス
タ
ン
プ
を
取
得
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
で
あ
る
。
道
の
駅
の
紙
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
版
で
、
駅
へ
の
来
場
者

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
に
つ
い
て
、
７

年
度
に
西
根
・
松
尾
で
デ
マ
ン
ド
方
式
を
導
入

す
る
予
定
は
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
試
験
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
検
討
や
運
行

方
法
を
模
索
し
、
市
内
の
交
通
事
業
者
と
協
力

し
て
運
行
を
実
施
す
る
。

敬
老
の
日
を
中
心
に
敬
老
会
を
実
施
し
て
い
る

自
治
会
が
多
い
が
、
年
度
内
に
実
施
す
る
場
合

で
も
事
業
は
交
付
対
象
と
な
る
の
か
。

地
区
に
よ
っ
て
は
新
年
会
な
ど
で
敬
老
会
を
一

緒
に
行
っ
て
い
る
自
治
会
も
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
敬
老
会
の
実
施
に
つ
い
て
も
補
助
金
の
交
付

対
象
と
な
る
。

花
き
品
種
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
昨
年
大
発
生

し
た
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
の
対
策
は
。

７
年
度
は
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
の
発
生
予
測
の
箇
所

を
増
や
し
、
生
産
者
へ
情
報
共
有
し
な
が
ら
予

防
、
予
測
に
努
め
る
。

担
い
手
育
成
支
援
事
業
に
関
連
し
て
、
地
域
の

農
業
や
農
地
の
課
題
解
決
に
向
け
て
策
定
し
た

地
域
計
画
の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

地
域
計
画
は
策
定
済
み
だ
が
、
具
体
的
に
農
地

の
集
積
は
進
ん
で
い
な
い
。
今
後
は
、
地
域
計

画
に
基
づ
い
て
毎
年
話
し
合
い
を
行
い
、
農
地

の
集
積
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
の
ク
マ
対
策
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内

容
を
伺
う
。

昨
年
か
ら
運
用
し
て
い
る
熊
出
没
情
報
シ
ス
テ

ム
は
、
地
図
が
見
づ
ら
い
と
い
う
声
が
あ
り
、

７
年
度
か
ら
は
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
に
出
没
情
報

を
表
示
で
き
る
よ
う
に
改
修
す
る
。

市
繫
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
で
市
外
の
牛
を
受
け
入

れ
る
可
能
性
は
。

市
外
か
ら
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
指
定
管

理
者
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
早
急
に
結
論
を
出

し
て
い
く
。

市制施行20周年記念事業

【事業内容】　令和７年９月１
日に市制20周年を迎えるこ
とから、記念誌の作成や式典
などを実施する。

市制20周年記念事業ロゴマーク

【予算額】 1,978万円

母子保健事業

【事業内容】　妊娠期から子育
て家庭に寄り添い、安心して
出産や子育てができるように
各事業を実施する。

もうすぐパパママ教室の様子

【予算額】 5,956万円

公共交通機関利用促進事業

【事業内容】　JR花輪線の利
用促進を目的に利用促進事業

（カード作製やエキタグスタ
ンプラリー）を実施する。

サイクルトレイン実証実験ポスター

【予算額】 3,544万円

ＱＡＱＡＱＡ ＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ ＱＡ

７年度
予算

一般会計予算額は
2 1 1 億 1 0 0 万円

― 前年度比28億2,200万円（15.4％)増 ―

予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

昨
年
度
と
比
較
し
て
、
歳
入
の
市
税
は
全
体
で

約
１
億
円
の
増
収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

主
な
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

市
税
の
増
収
の
理
由
は
、
給
与
所
得
の
上
昇
に

伴
う
個
人
住
民
税
の
増
収
、
地
熱
発
電
関
連
法

人
の
業
績
向
上
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
る
法

人
住
民
税
の
増
収
、
さ
ら
に
、
発
電
関
連
法
人

の
取
得
財
産
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ

る
固
定
資
産
税
の
増
収
で
あ
る
。

７
年
度
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
予
算
額
は

３
億
円
で
あ
る
が
、
6
年
度
の
予
算
額
は
2
億

円
と
な
っ
て
い
る
。
前
年
度
か
ら
１
億
円
増
額

す
る
根
拠
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
5
年
度
が
2
億
円
で

あ
り
、
6
年
度
の
2
月
末
時
点
で
の
実
績
は

2
億
３
千
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
７

年
度
の
目
標
を
３
億
円
に
設
定
し
た
。

国
の
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金
と
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
交
付
金
の
違
い
は
。

基
本
的
に
は
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
交
付
金
を
引

き
継
い
で
い
る
が
、
ソ
フ
ト
事
業
に
も
対
応
で

き
る
な
ど
使
途
の
幅
が
広
が
っ
た
。

（
仮
称
）大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設
建
設
工
事
費

は
、
補
正
に
よ
る
増
減
が
あ
り
、
非
常
に
複
雑

で
あ
る
。
今
年
度
の
予
算
を
含
め
た
債
務
負
担

行
為
の
金
額
に
つ
い
て
、
状
況
を
伺
う
。

工
事
契
約
額
は
19
億
７
３
４
０
万
円
で
債
務
負

担
行
為
内
で
あ
る
。
追
加
が
あ
っ
て
も
19
億
円

台
に
収
ま
る
見
込
み
で
あ
る
。

（11.８％）
24億9,402万円

総務費

（７.４％）
15億5,800万円

農林水産業費

（13.７％）
28億8,783万円

商工費

（10.７％）
22億6,100万円

市債

（10.８％）
22億6,847万円

国庫支出金

（７.６％）
15億9,619万円

県支出金

歳出 歳入

（0.８％）
1億6,301万円

議会費
（0.1％）
3,000万円

予備費

（0.0％）
859万円

災害復旧費

（９.９％）
20億9,301万円

公債費

（９.3％）
19億6,876万円

教育費

（４.５％）
９億5,773万円

消防費

（10.0％）
21億378万円

土木費

　（８.3％）
17億5,937万円

衛生費

（2４.1％）
50億7,652万円

民生費

（0.0％）
39万円

労働費

（1５.８％）
33億3,006万円

市税

自主財源
（2９.0％） （７.８％）

16億5,288万円

繰入金

（５.2％）
10億9,964万円

その他の依存財源

依存財源
（７1.0％）

（2.６％）
５億4,117万円

その他の自主財源

（2.９％）
６億159万円

諸収入

（3６.７％）
77億5,000万円

地方交付税

※　構成比と金額は、各項目を四捨五入していますので、合計は必ずしも一致しません。

ＱＡＱＡＱＡ ＱＡ
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大更駅前拠点施設整備事業

【事業内容】　（仮称）大更駅前
顔づくり施設を中心に大更駅
前周辺のにぎわいを創出する。

建設中の顔づくり施設

【予算額】 19億9,412万円

体育施設維持管理事業

【事業内容】　体育施設および
付随物品などの適正な維持管
理や総合運動公園野球場グラ
ウンド改修工事を行う。

市総合運動公園野球場

【予算額】 5億120万円

図書館管理事業

【事業内容】　図書館の管理運
営および新図書館の図書資料
や書架の購入を行う。

市立図書館

【予算額】 2億2,065万円

3月定例会 ●会期　2月19日～3月18日（28日間)

３月定例会議案採決（議案第26号）

今回は
報告　　　　　１件
市長提出議案　32件
議員提出議案　４件
請願　　　　　１件

八幡平市交流複合施設条例や
当初予算など36議案を可決

予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

大
更
駅
前
拠
点
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
維

持
管
理
費
を
当
初
の
８
０
０
０
万
円
前
後
か
ら

１
億
5
千
万
円
に
増
額
し
た
理
由
は
。

当
初
の
試
算
で
は
、
施
設
全
館
を
市
で
管
理
運

営
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に

図
書
館
や
子
育
て
施
設
を
含
め
た
全
て
の
施
設

を
指
定
管
理
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
近

年
の
人
件
費
や
物
価
の
高
騰
も
影
響
し
て
、
最

終
的
に
こ
の
金
額
に
な
っ
た
。

物
産
振
興
事
業
に
お
い
て
、
新
し
く
産
業
ま
つ

り
開
催
事
業
費
補
助
金
２
５
０
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
内
容
と
開
催
時
期
は
。

こ
れ
ま
で
山
賊
ま
つ
り
が
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、

農
産
物
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
産
業
ま
つ
り
を
開
催
す
る
。
開
催
時
期

に
つ
い
て
は
、
農
産
物
が
出
そ
ろ
う
時
期
で
調

整
し
て
い
る
。

企
業
誘
致
推
進
事
業
と
し
て
２
億
５
９
２
４
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
過
去
5
年
間
を
見

る
と
、
誘
致
す
る
企
業
に
よ
っ
て
支
援
額
が

５
４
０
万
円
か
ら
３
億
１
７
０
０
万
円
と
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
雇
用
者
数
が

１
１
０
０
人
前
後
で
変
わ
ら
な
い
理
由
は
。

企
業
が
支
援
を
受
け
る
際
に
従
業
員
を
増
員
す

る
こ
と
が
要
件
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
市

全
体
を
み
る
と
、
機
械
化
や
効
率
化
が
進
ん
で

お
り
、
雇
用
者
数
は
横
ば
い
ま
た
は
若
干
減
少

し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

中
小
企
業
振
興
資
金
預
託
金
１
億
2
千
万
円
の

管
理
に
つ
い
て
、
誰
が
管
理
す
る
の
か
。

１
億
2
千
万
円
は
各
銀
行
に
配
分
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
銀
行
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

観
光
振
興
対
策
事
業
の
委
託
料
に
外
国
人
観
光

客
受
入
基
盤
整
備
・
情
報
発
信
業
務
委
託
料

３
０
０
万
円
、
八
幡
平
市
観
光
動
向
分
析
調
査

等
業
務
委
託
料
６
０
０
万
円
の
合
計
９
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
市
観
光
協
会
に
よ
る

新
し
い
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
承
認
さ
れ
た
場
合
、
委
託
先

は
ど
ち
ら
に
な
る
の
か
。

市
観
光
協
会
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
申
請
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、

市
観
光
協
会
へ
の
委
託
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
際
、
現
在
の
八
幡
平
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
認
定
を
取

り
下
げ
る
申
請
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
八
幡
平

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
組
織
体

制
が
整
っ
た
後
、
具
体
的
な
事
業
内
容
を
改
め

て
示
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

図
書
館
管
理
事
業
の
新
図
書
館
管
理
用
備
品
購

入
費
１
億
４
７
５
４
万
円
の
内
訳
は
。

書
架
を
１
億
７
６
６
万
円
、
図
書
館
用
備
品
を

３
０
５
０
万
円
、
シ
ス
テ
ム
を
７
９
４
万
円
、

職
員
用
パ
ソ
コ
ン
を
１
４
４
万
円
と
想
定
し
、

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

体
育
施
設
維
持
管
理
事
業
の
総
合
運
動
公
園
野

球
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
内
野

の
表
土
に
は
水
は
け
の
良
い
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
サ

ン
ド
を
使
う
予
定
は
あ
る
の
か
。

現
在
、
設
計
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
意
見
を
踏
ま
え
て
土
の
種
類
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
く
。

ＱＡＡＱＡ Ｑ
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八
幡
平
市
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
条
例
可
決

　
（
仮
称
）大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設
内

に
八
幡
平
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

施
設
の
使
用
料
に
消
費
税
の
表

示
が
な
い
が
、
消
費
税
は
ど
の

よ
う
に
扱
う
の
か
。

使
用
料
の
消
費
税
に
つ
い
て
は
、

内
税
で
設
定
し
て
い
る
。

施
設
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
、

債
務
負
担
行
為
３
年
間
で
４
億

５
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
当

初
の
説
明
と
違
う
の
で
は
。

最
終
的
に
年
間
で
１
億
５
千
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。
最
大
で

か
か
る
と
想
定
さ
れ
る
金
額
で
、

詳
細
は
現
在
精
査
中
で
あ
る
。

施
設
の
休
館
日
に
つ
い
て
、
条

例
で
は
「
原
則
な
し
」
と
な
っ

て
い
る
が
最
低
限
の
休
館
日
を

定
め
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

条
例
で
は
休
館
日
は
定
め
て
い

な
い
が
、
指
定
管
理
者
が
決
ま

り
次
第
、
具
体
的
な
休
館
日
を

設
定
し
、
市
民
に
周
知
す
る
。

ＱＡ
【
議
案
第
４
号
】八
幡
平
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

条
例ＱＡ

市
子
育
て
世
代
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

　
（
仮
称
）大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設

内
に
八
幡
平
市
子
育
て
世
代
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

条
例
第
１
条
に
あ
る
「
中
学
校

就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の

者
と
は
、
ハ
ロ
ウ
安
比
校
の
年

齢
該
当
者
も
含
ま
れ
る
の
か
。

ハ
ロ
ウ
安
比
校
に
通
学
し
て
い

る
児
童
に
つ
い
て
も
、
同
年
齢

で
あ
れ
ば
利
用
可
能
で
あ
る
。

職
員
の
見
守
り
体
制
は
。

大
き
な
遊
具
の
付
近
に
は
職
員

を
配
置
し
、
遊
び
方
の
指
導
や

安
全
確
保
に
努
め
る
。

保
護
者
１
人
に
対
し
て
子
ど
も

３
人
ま
で
利
用
で
き
る
と
い
う

制
限
は
、
実
際
の
子
育
て
現
場

の
状
況
に
合
っ
て
い
る
の
か
。

他
の
類
似
施
設
の
基
準
を
参
考

に
し
、
保
護
者
１
人
が
安
全
に

見
守
れ
る
人
数
と
し
て
３
人
と

設
定
し
た
。

ＱＡ
【
議
案
第
5
号
】
八
幡
平
市
子
育
て
世
代
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

ＱＡ

ＡＱ

ＱＡ
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　　　　　　　　  議 員 名　
　　　　　　  （会 派 名）　　　

　議 案 名

１ 2 ３ ４ 5 6 ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

議決結果

外
山　
一
則
（
八　
起　
会
）

田
村　
正
元
（
八　
起　
会
）

齊
藤　
隆
雄
（
日
本
共
産
党
）

関　
　
治
人
（
八　
起　
会
）

羽
沢　
寿
隆
（
八　
起　
会
）

工
藤　
多
弘
（
松　
西　
会
）

勝
又　
安
正
（
八　
起　
会
）

北
口　
　
功
（
無　
会　
派
）

欠　
　
　
番

熊
澤　
　
博
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

立
花　
安
文
（
八　
起　
会
）

渡
辺　
義
光
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

工
藤　
直
道
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

古
川　
津
好
（
松　
西　
会
）

髙
橋　
悦
郎
（
日
本
共
産
党
）

髙
橋　
光
幸
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

井
上　
辰
男
（
八　
起　
会
）

工
藤　
隆
一
（
八　
起　
会
）

議　案
第6号

八幡平市立図書館条例
の一部を改正する条例

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

反
対

賛
成

賛
成 ー 原案可決

議　案
第７号

八幡平市交流複合施設
条例

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

反
対

賛
成

賛
成 ー 原案可決

議　案
第26号

令和７年度八幡平市一
般会計予算

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

反
対

賛
成

賛
成 ー 原案可決

※議長は採決に加わりません

令和７年第1回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

討
論  （

令
和
７
年
度
八
幡
平
市
一
般
会
計
予
算
・
３
月
18
日
本
会
議）

【
賛
成
討
論
】　
勝
又　
安
正　
議
員(

八
起
会)

　
令
和
７
年
度
予
算
総
額
は
２
１
１
億
１
０
０
万
円
で
あ

り
、
前
年
よ
り
28
億
２
２
０
０
万
円
増
額
と
な
っ
た
。
主

な
要
因
は
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
シ
ス
テ
ム
標
準
化
移
行
経
費
の

増
加
、（
仮
称
）大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設
建
設
工
事
費
や

施
設
開
設
に
向
け
た
備
品
整
備
費
、
総
合
運
動
公
園
野
球

場
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事
、
市
立
図
書
館（
大
更
駅
前
顔

づ
く
り
施
設
３
階
に
移
転
予
定
）の
図
書
・
備
品
整
備
費

な
ど
で
あ
る
。
一
方
、
人
口
減
少
が
続
く
中
で
も
市
税
は

約
33
億
円
を
見
込
み
、
微
増
傾
向
に
あ
る
。
地
方
債
償
還

元
金
の
減
少
に
よ
り
市
債
残
高
は
抑
制
さ
れ
た
。
住
民
一

人
当
た
り
の
市
債
残
高
見
込
み
は
、
前
年
度
よ
り
５
０
０

０
円
増
の
54
万
４
０
０
０
円
と
な
る
が
、
市
民
負
担
の
軽

減
に
努
め
て
い
る
。
７
年
度
は
市
制
施
行
20
周
年
の
節
目

で
あ
り
、
第
２
次
八
幡
平
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

最
終
年
度
で
も
あ
る
。
人
口
減
少
問
題
の
克
服
と
地
域
活

性
化
に
向
け
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
農み
の
りの
大
地
担
い
手

支
援
事
業
の
継
続
、
市
制
20
周
年
記
念
事
業
、
有
害
鳥
獣

駆
除
事
業
の
強
化
、
新
た
な
工
業
用
地
の
選
定
調
査
事
業
、

Ｊ
Ｒ
花
輪
線
利
用
促
進
事
業
な
ど
、
地
域
資
源
を
活
用
し
、

地
域
社
会
の
持
続
性
を
考
え
た
施
策
を
高
く
評
価
す
る
。 

ま
た
、
８
年
度
か
ら
の
第
３
次
総
合
計
画
の
施
策
実
現
に

向
け
、
部
制
を
導
入
し
、
各
部
・
各
課
の
連
携
調
整
を
強

化
す
る
。
組
織
の
横
断
的
な
対
応
と
実
行
力
の
向
上
を
図

り
、
市
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
計
画
的
な
予
算
執
行
を
期

待
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

【
反
対
討
論
】　
髙
橋　
悦
郎　
議
員(

日
本
共
産
党)

　
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に（
仮
称
）大
更
駅
前
顔
づ
く
り

施
設
の
建
設
費
と
備
品
購
入
費
と
し
て
19
億
９
４
１
２
万

円
が
計
上
さ
れ
た
。
昨
年
度
は
５
億
９
７
３
万
円
の
建
設

費
が
当
初
予
算
で
計
上
さ
れ
て
お
り
、
合
計
25
億
３
８
５

万
円
と
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
施
設
の
維
持
管
理
費
が
年

間
で
約
1
億
５
０
０
０
万
円
か
か
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。
そ
の
内
訳
と
し
て
、
職
員
39
人
を
配
置
し
、
人

件
費
だ
け
で
年
間
に
約
９
０
０
０
万
円
か
か
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
施
設
の
建
設
全
て
に
反
対
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
図
書
館
の
移
転
は
必
要
な
い
と

訴
え
て
き
た
。
仮
に
３
階
に
予
定
さ
れ
て
い
る
図
書
館
が

な
け
れ
ば
、
建
設
費
は
約
８
億
円
、
維
持
管
理
費
は
約
５

０
０
０
万
円
を
削
減
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
こ
の
削

減
分
を
活
用
す
れ
ば
、
私
た
ち
が
求
め
て
き
た
学
校
給
食

費
の
無
償
化
（
年
間
で
約
７
２
０
０
万
円
）
や
保
育
料
の

完
全
無
料
化
（
年
間
で
約
１
５
０
０
万
円
）
の
財
源
を
確

保
で
き
る
。
本
市
で
は
、
今
後
、
西
根
・
松
尾
地
区
の
中

学
校
統
合
が
控
え
て
お
り
、
新
設
中
学
校
の
建
設
費
は
40

億
円
か
か
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ご
み
焼
却
場
の

広
域
で
の
建
設
も
進
ん
で
お
り
、
当
市
の
負
担
は
40
億
円

に
上
る
と
さ
れ
る
。
行
政
の
財
政
運
営
で
は
「
費
用
対
効

果
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
が
、
ま
さ
に
今
こ
そ
、

そ
の
視
点
が
問
わ
れ
て
い
る
。（
仮
称
）大
更
駅
前
顔
づ
く

り
施
設
の
建
設
に
よ
っ
て
、
将
来
世
代
へ
の
大
き
な
負
担

は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
反
対
討
論
と
す
る
。

医
療
や
介
護
現
場
の

処
遇
改
善
を
求
め
る

　
請
願
趣
旨

　
（
請
願
者
＝
岩
手
県
医
療
労
働
組
合

連
合
会
執
行
委
員
長
五
十
嵐
久
美
子
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
時
に

お
い
て「
医
療
崩
壊
」や「
介
護
崩
壊
」

が
現
実
と
な
っ
た
。
感
染
対
策
の
遅
れ
、

そ
し
て
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
・

保
健
師
の
不
足
が
顕
著
で
あ
る
。
自
然

災
害
や
新
た
な
感
染
症
に
備
え
る
た
め

に
は
、
必
要
な
人
員
体
制
の
確
保
が
不

可
欠
で
あ
り
、
国
へ
の
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
を
請
願
す
る
。

▼
産
業
民
生
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

　
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
高

齢
化
社
会
の
進
行
に
よ
り
、
医
療
従
事

者
の
負
担
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
は
、

誰
も
が
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
処
遇
改

善
は
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
お

よ
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
体

制
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

■
本
会
議
決
議
結
果　
採
択

【
請
願
第
１
号
】
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

実
現
の
た
め
人
員
増
と
処
遇
改
善
を
求
め
る

請
願
書

【
議
案
第
４
号
】八
幡
平
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

条
例

【
議
案
第
5
号
】
八
幡
平
市
子
育
て
世
代
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

定
額
減
税
給
付
な
ど

約
４
千
万
円
を
増
額

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
９
９
５
万

円
を
増
額
し
、
総
額
１
９
４
億
８
８
３

１
万
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
歳
出
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
旧
安
代
老
人
憩
の
家
解
体
工
事

　
８４
万
２
千
円
（
増
額
）

▼
定
額
減
税
補
足
給
付
金
給
付
費

　
２
１
０
５
万
円
（
増
額
）

▼
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
給
付
費

　
３
２
２
万
円
（
減
額
）

旧
安
代
老
人
憩
の
家
解
体
工
事

の
補
正
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
。

解
体
工
事
の
一
部
が
休
止
に
な

り
、
補
正
が
必
要
と
な
っ
た
。

休
止
の
原
因
は
、
屋
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
に
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
安
代
支
部
の
物
品
が
残
っ

て
い
た
た
め
で
あ
る
。
撤
去
を

お
願
い
し
た
が
、
協
力
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
、
一
時
中
止

と
な
っ
た
。
今
回
、
現
場
事
務

所
や
重
機
の
再
搬
入
に
必
要
な

予
算
を
計
上
し
た
。

【
議
案
第
20
号
】　
令
和
６
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

ＱＡ

定
額
減
税
に
関
連
す
る
事
務

費
や
経
費
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら

の
費
用
は
国
か
ら
補
償
さ
れ

る
の
か
。

給
付
金
以
外
の
事
務
費
や
経

費
に
つ
い
て
も
国
か
ら
補ほ
て
ん填

さ
れ
る
。

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

の
減
額
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

内
容
を
伺
う
。

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

の
減
額
は
、
出
産
応
援
ギ
フ
ト

が
60
万
円
分
、
子
育
て
応
援

ギ
フ
ト
が
２
６
２
万
円
分
で
、

合
計
３
２
２
万
円
の
減
額
と

な
っ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
端
数

は
生
じ
な
い
が
、
２
年
間
を
待

た
ず
に
転
出
さ
れ
た
方
が
お

り
、
給
付
金
の
返
還
が
生
じ
端

数
が
発
生
し
た
。

ＱＡＡ Ｑ副
市
長
の
再
任
案

全
会
一
致
で
同
意

　
副
市
長
で
あ
る
田
村
泰
彦
氏
は
、
令

和
７
年
5
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
が
満

了
す
る
た
め
、
再
び
同
人
を
任
命
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
32
号
】　
副
市
長
の
選
任
に
関
し
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】　
髙
橋　
悦
郎　
議
員

　

図
書
館
移
転
の
理
由
の
ひ
と
つ
に

現
在
の
図
書
館
が
狭
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
図

書
館
の
敷
地
に
は
十
分
な
余
裕
が
あ
り
、

増
築
す
る
こ
と
で
対
応
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
新
し
く
移
転
す
る
図
書
館
の
目

標
利
用
者
数
は
２
万
人
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
の
図
書
館
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に

す
で
に
２
万
人
を
超
え
て
お
り
、
移
転

の
必
要
性
は
低
い
。
さ
ら
に
、
今
後
の

図
書
館
運
営
は
電
子
図
書
シ
ス
テ
ム
が

中
心
と
な
る
。
全
国
で
５
８
５
自
治
体

が
導
入
し
て
お
り
、
紙
の
本
を
借
り

る
従
来
の
仕
組
み
は
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
移
転

よ
り
も
電
子
図
書
化
に
予
算
を
充
て
る

べ
き
で
あ
る
。

討
論（
八
幡
平
市
立
図
書
館
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

【
議
案
第
6
号
】
八
幡
平
市
立
図
書
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
立
図
書
館
運
営
に

指
定
管
理
制
度
導
入

　
八
幡
平
市
立
図
書
館
を
指
定
管
理
者

に
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
所
要
の
整
備
を
す
る
も
の
で
す
。




